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昭和59年度

農業労働賃金

一般作業・稲刈作業は

　　200円アップ
▼
一
般
作
業

男
・
五
、
三
〇
〇
円
女
・
四
、
八
O
O
円

▼
田
植
作
業

男
・
五
、
四
〇
〇
円
女
・
五
、
四
〇
〇
円

▼
稲
刈
作
業

男
・
五
、
四
〇
〇
円
女
・
五
、
二
〇
〇
円

▼
耕
運
機
・
一
日
　
一
七
、
七
〇
〇
円

▼
田
植
機
・
一
箱
　
　
　
　
四
］
O
円

▼
バ
イ
ン
ダ
ー
・
一
時
間

　
　
　
　
　
　
　
二
、
八
O
O
円

▼
災
害
救
助
法
の
適
用
期
間
中
の
除

雪
作
業

男
・
六
、
O
O
O
円
女
・
五
、
五
〇
〇
円

騰諦緩1難骸、癒，犠瓢、嚢桑者璽繋

’灘議纈県麟…㈱…鹸難蟹轍績癖醗輪が鑛塗嶽

灘灘響磯毒警難蟹繋繕懸搬購懸
騰
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繋繕額癬三。ミ、翻　　、蕪鐸鞍鑛粋鄭患相当欝

　・鰯麟難鞭翻鎌轟・蟹影騰・、一
、、、羨郷纏麓辮懲簸麺薄隠鎌灘　、，嬢餐、雛難藩．，。

　磯麟購講鞍難馨蕃欝欝蕗蕃麺遜鷺r琶籔　隙翻一22編◎嚢襲i・

　　　　　　　　　　　　　埠

　　　　　　　　　馨　　　　　　　　霧

．
織
欝
懸
灘
鵜
麟
灘
灘

霧
幽
嚇
勝
藩
澱
離
罷
欝
畿
響
得
な
灘
・

　
　
癒
ミ
鰯
羅
懸
再
撫
簸
・
　
鵬
「
一
　
…

嚢
灘
饗
驚
潔
蟻
難
・

」
毅
嫉
．
，
．
灘
簿
擾
灘
遵
繋
眺

・
饗
叢
驚
疹
の
糠
灘
籔
畷
聡
、
労
．

、
雛
薄
叢
難
轡
署
．
、
慧
簾
譲
鵡
灘
羅
幾

～
齢
鞍
嚢
む
癬
う
藪

。
．
、
難
繊
纂
驚
欝
灘
驚
藩
綜
．
照
月
か

疹
叢
鍔
縷
が
蹴
ズ
．
餐
地
驚
説
明
会

・
嚇
羅
入
鱒
鱗
檎
鯉
撫
懸
輪
講
ず
の
瀦
一

凝
稚
欝
く
懸
さ
磯
・
．

前期

技能検定
〉受検申請書受付

　4月13日～4月24日（4月

24日県必着）

〉検定職種

建築板金・製材のこ目立・

建具製作・印刷・石工・左

　官・タイル張り・畳製作・

　表装・塗装など78職種

〉受検希望者は至急商工会に

　お尋ねください。

地方産業育成
　　　　　資金

350万円まで貸付

。設備、運転とも3年以内の割賦返済

・貸付限度　　350万円以内

。利率　年6．85％
。保証人　　1名以上

　（信用保証協会の保証付の場合あり

。申込み

　商工会に所定の用紙があります。

　毎月10日までにご相談ください。

東京の消防庁
消防官200人募集

　
東
京
消
防
庁
で
は
昭
和
五
十
九
年

度
第
一
回
目
の
消
防
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
受
験
資
格
・
昭
和
三
十
年
四
月
二

　
日
か
ら
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
男
子
。

▽
受
験
申
込
受
付
期
間
・
四
月
二
十

　
三
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
。

▽
採
用
予
定
人
員
・
約
二
〇
〇
人
。

　
第
一
次
試
験
・
五
月
十
二
日
（
土
）

▽
問
合
せ
先
・
東
京
都
千
代
田
区
大

oo

手
町
一
丁
目
三
番
五
号
・
東
京
消

　〒
防
庁
人
事
部
人
事
課
採
用
係
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　露
　　　　　講

慈

、9845
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麹

．
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蜜雛

導
　
ウ
．
鱒
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カ月遅れ田植えは

　聾
脚鞄

簾
搾

町
単
で
『
豪
雪
見
舞
金
』

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
5
千
円

　
例
年
に
な
い
豪
雪
と
低
温
が
続
き

春
耕
が
遅
れ
て
農
家
で
は
異
常
豪
雪

の
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　
平
年
だ
と
消
雪
日
は
四
月
下
旬
だ

が
、
五
月
一
日
現
在
役
場
前
で
二
四

五
セ
ン
チ
、
松
里
小
で
二
九
〇
セ
ン

チ
、
中
立
山
で
三
二
八
セ
ン
チ
の
残

雪
が
あ
り
、
町
中
心
地
で
五
月
下
旬
、

標
高
の
高
い
所
で
は
六
月
上
旬
ま
で

雪
は
消
え
ず
、
田
植
も
一
カ
月
近
く

遅
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
連
休
に
入
っ
て
苗
代
づ
く
り

が
始
ま
っ
た
が
、
残
雪
の
多
い
田
麦

立
、
中
立
山
地
区
で
は
五
月
に
は
い

っ
て
よ
う
や
く
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ

る
苗
代
除
雪
が
始
ま
っ
た
。

　
松
里
小
学
校
の
記
録
で
は
昭
和
九

年
が
五
月
二
十
四
日
、
二
十
年
が
五

月
二
十
一
日
、
三
十
二
年
が
五
月
十

九
日
が
消
雪
日
と
な
っ
て
お
り
五
月

一
日
現
在
、
昭
和
九
年
よ
り
約
一
メ

ー
ト
ル
多
い
残
雪
で
、
史
上
最
悪
の

記
録
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
町
で
は
苗
代
除
雪
の
県
補
助
金
だ

け
で
は
農
家
の
負
担
も
多
い
事
か
ら

町
単
で
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
五
千
円

の
豪
雪
見
舞
金
を
出
す
こ
と
に
し
た
。

耕
作
面
積
は
六
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

幽醗璽犠懸鵜
㌧鶏蔑灘影．
　　　　繕』雛鷹灘韓

鍵耀奪霧，、態
例年だと苗代づくりの時期、田麦立地区では3m

を超える残雪で5月に入ってからブルで苗代除雪

始まる（5月1目）

三
二
一
万
円
の
支

出
と
な
る
。

　
町
農
政
係
で
は
、

消
雪
剤
を
一
万
三

千
袋
で
約
八
百
万

円
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

な
ど
の
機
械
に
よ

る
苗
代
除
雪
（
五

百
戸
の
農
家
が
三

十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

除
雪
）
に
約
一
千

五
百
万
円
、
農
道

除
雪
、
育
苗
の
委

託
料
な
ど
豪
雪
に

よ
る
農
家
の
負
担

は
総
額
三
千
万
円

を
超
え
る
と
話
し
て
い
た
。

　
町
農
協
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年

の
二
千
八
百
箱
が
今
年
は
八
千
五
百

箱
と
三
倍
の
苗
の
注
文
が
あ
り
、
昨

年
よ
り
士
二
日
遅
い
播
種
作
業
が
四

月
二
十
三
日
に
始
ま
り
五
月
十
二
日

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
。

　
こ
れ
ま
で
の
消
雪
日
で
最
も
遅
い

昭
和
九
年
は
大
雪
で
融
雪
が
遅
れ
た

た
め
作
付
も
大
幅
に
遅
れ
、
稲
熱
病

の
多
発
と
夏
の
異
常
低
温
、
秋
の
早

い
冷
え
込
み
な
ど
の
た
め
大
凶
作
と

な
り
、
こ
の
年
松
之
山
村
の
収
穫
米

は
五
千
六
百
石
で
平
年
の
三
分
の
一

と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
農
薬
、
肥
料
の
普
及
、
稲

作
技
術
の
進
歩
で
大
凶
作
は
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
農
家
で
は
消
雪
の
遅

れ
に
表
情
は
暗
い
。

中立山4月ロ日）

集会所の2階まで雪、ストーブをつけて稲作の指導を受ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農事懇談会

59年度

町道整備に1億2，700万円

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
国
の
予
算
が

成
立
し
本
年
度
の
公
共
事
業
費
の
配

分
が
決
ま
っ
た
。

　
町
で
は
国
道
三
五
三
号
の
小
谷
地

内
で
道
路
改
良
に
一
億
四
千
万
円
、

舗
装
に
三
千
七
百
万
円
、
東
川
の
改

良
に
七
千
万
円
、
四
〇
五
号
で
は
中

立
山
の
道
路
改
良
に
七
千
万
円
。

　
県
道
で
は
浦
田
の
改
良
に
四
千
五

百
万
円
、
湯
山
の
改
良
に
三
千
万
円
。

　
町
道
で
は
藤
倉
の
改
良
に
七
千
二

百
万
円
、
舗
装
工
事
で
は
四
路
線
に

五
千
五
百
万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。

　
農
林
省
関
係
で
は
留
山
ダ
ム
に
四

億
五
千
万
円
、
湯
之
島
の
ミ
ニ
総
パ

に
三
千
四
百
万
円
。

　
林
野
庁
関
係
で
は
湯
本
名
木
野
地

区
の
土
砂
崩
壊
流
出
防
止
工
事
に
五

千
五
百
万
円
、
新
林
構
に
六
千
万
円

の
事
業
費
が
つ
い
た
。

　
国
で
は
財
政
再
建
の
た
め
公
共
事

業
を
十
％
減
額
し
て
い
る
が
、
湯
山

の
改
良
は
前
年
の
千
二
百
万
円
か
ら

三
千
万
円
に
、
小
谷
の
改
良
で
は
一

億
円
が
一
億
四
千
万
円
に
、
留
山
ダ

ム
が
四
億
円
か
ら
四
億
五
千
万
円
と

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
道
松
代
松
之
山
線
の
松
口
の
舗

装
工
事
は
残
念
な
が
ら
今
年
は
予
算

が
つ
か
な
か
っ
た
。

○
松
口
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

○
西
之
前
北
浦
田
線
（
西
之
前
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

河
　
川

▽
渋
海
川

○
通
常
砂
防
（
湯
之
島
）

　
　
　
　
　
　
三
、
三
〇
〇
万
円

○
河
川
局
部
改
修
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
O
O
O
万
円

▽
越
道
川

○
小
規
模
改
修
（
天
水
越
）

　
　
　
　
　
　
　
三
、
O
O
O
万
円

　
地
す
べ
り
防
止

▽
松
之
山
　
　
　
三
、
O
O
O
万
円

▽
藤
倉
　

三
、
O
O
O
万
円

▽
月
池
　

三
、
O
O
O
万
円

▽
五
十
子
平
　
　
三
、
九
〇
〇
万
円

「留山ダム」

4億5，000万円
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国
　
道

▽
三
五
三
号

○
道
路
改
良
（
小
谷
）

　
　
　
　
　
一
億
四
、
O
O
O
万
円

○
舗
装
新
設
（
小
谷
）

　
　
　
　
　
　
三
、
七
〇
〇
万
円

○
特
改
二
種
（
小
谷
）
突
角

　
　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
万
円

○
特
改
一
種
（
東
川
）
道
路
改
良

　
　
　
　
　
　
七
、
O
O
O
万
円

○
防
　
　
雪
（
小
谷
）

　
　
　
　
　
　
四
、
八
O
O
万
円

▽
四
〇
五
号

○
特
改
四
種
（
中
立
山
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
七
、
O
O
O
万
円

○
特
改
二
種
（
天
水
島
）
突
角

　
　
　
　
　
　
　
　
八
O
O
万
円

県
　
道

▽
上
越
安
塚
松
之
山
線

○
道
路
改
良
（
湯
山
）

　
　
　
　
　
　
三
、
○
○
○
万
円

○
特
改
一
種
（
水
梨
）
道
路
改
良

　
　
　
　
　
　
四
、
O
O
O
万
円

▽
月
池
松
代
線

○
特
改
一
種
（
上
之
山
）
道
路
改
良

　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
万
円

　
町
　
道

▽
過
疎
代
行
（
道
路
改
良
）

○
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
藤
倉
）

　
　
　
　
　
　
七
、
二
〇
〇
万
円

▽
特
改
四
種
（
舗
装
）

○
藤
原
松
之
山
線
（
藤
原
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
〇
〇
万
円

○
己
之
下
線
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
万
円

農
林
省
関
係

▽
県
営
か
ん
が
い
排
水

　
留
山
ダ
ム
　
四
億
五
、
O
O
O
万
円

▽
農
免
農
道
（
藤
倉
）

　
　
　
　
　
　
二
、
五
二
〇
万
円

▽
農
村
基
盤
総
合
事
業
（
湯
之
島
）

　
　
　
　
　
　
三
、
四
〇
〇
万
円

▽
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整
備

○
狐
塚
（
天
水
越
）
四
、
五
〇
〇
万
円

○
中
坪
　
　
　
　
三
、
五
〇
〇
万
円

○
天
水
越
　
　
　
一
、
三
五
〇
万
円

○
池
田
「
水
路
」
　
　
四
五
〇
万
円

▽
団
体
営
か
ん
が
い
排
水

○
松
里
第
一
「
水
路
」
　
（
藤
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
〇
〇
万
円

○
松
里
第
二
「
水
路
」
　
（
天
水
越
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
〇
〇
万
円

▽
地
す
べ
り
防
止

○
離
山
（
湯
之
島
）
一
、
八
○
○
万
円

○
天
水
越
　
　
　
三
、
四
〇
〇
万
円

○
水
梨
　
　
　
　
二
、
三
〇
〇
万
円

○
水
梨
西
　
　
　
一
、
五
〇
〇
万
円

新
林
構
事
業
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

林
野
庁
関
係

▽
土
砂
崩
壊
流
出
防
止
（
湯
本
・
名

　
木
野
）
　
　
　
五
、
五
〇
〇
万
円

▽
林
道
改
良

○
中
原
大
厳
寺
線
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
万
円

▽
林
道
舗
装

○
野
々
海
天
水
越
線
（
天
水
越
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
万
円

○
中
原
大
厳
寺
線
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
〇
万
円

▽
復
旧
治
山
（
赤
倉
・
下
平
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
九
〇
万
円

〇
一
二
万
円

▽
地
す
べ
り
防
止

○
浦
田
（
亀
石
）
二
、
三
一
〇
万
円

○
中
尾
（
中
段
）
一
、
五
〇
〇
万
円

○
湯
本
（
小
株
原
）
二
、
一
〇
〇
〇
万
円

▽
な
だ
れ
防
止
林

○
上
蝦
池
（
家
の
下
）
九
一
〇
万
円

▽
保
安
林
保
育

○
天
水
島
（
矢
ハ
ズ
シ
）
八
O
万
円

▽
新
林
構
　
　
　
六
、
〇
一
二
万
円

　
天
水
越
集
会
用
建
物
、
基
幹
作
業

　
道
亀
石
線
、
松
里
特
用
林
産
、
森

　
林
組
合
指
標
団
地
整
備
（
坪
野
、

　
亀
石
の
下
刈
、
枝
打
）
な
ど
。
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カ月遅れ田植えは

　聾
脚鞄

簾
搾

町
単
で
『
豪
雪
見
舞
金
』

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
5
千
円

　
例
年
に
な
い
豪
雪
と
低
温
が
続
き

春
耕
が
遅
れ
て
農
家
で
は
異
常
豪
雪

の
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　
平
年
だ
と
消
雪
日
は
四
月
下
旬
だ

が
、
五
月
一
日
現
在
役
場
前
で
二
四

五
セ
ン
チ
、
松
里
小
で
二
九
〇
セ
ン

チ
、
中
立
山
で
三
二
八
セ
ン
チ
の
残

雪
が
あ
り
、
町
中
心
地
で
五
月
下
旬
、

標
高
の
高
い
所
で
は
六
月
上
旬
ま
で

雪
は
消
え
ず
、
田
植
も
一
カ
月
近
く

遅
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
連
休
に
入
っ
て
苗
代
づ
く
り

が
始
ま
っ
た
が
、
残
雪
の
多
い
田
麦

立
、
中
立
山
地
区
で
は
五
月
に
は
い

っ
て
よ
う
や
く
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ

る
苗
代
除
雪
が
始
ま
っ
た
。

　
松
里
小
学
校
の
記
録
で
は
昭
和
九

年
が
五
月
二
十
四
日
、
二
十
年
が
五

月
二
十
一
日
、
三
十
二
年
が
五
月
十

九
日
が
消
雪
日
と
な
っ
て
お
り
五
月

一
日
現
在
、
昭
和
九
年
よ
り
約
一
メ

ー
ト
ル
多
い
残
雪
で
、
史
上
最
悪
の

記
録
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
町
で
は
苗
代
除
雪
の
県
補
助
金
だ

け
で
は
農
家
の
負
担
も
多
い
事
か
ら

町
単
で
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
五
千
円

の
豪
雪
見
舞
金
を
出
す
こ
と
に
し
た
。

耕
作
面
積
は
六
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

幽醗璽犠懸鵜
㌧鶏蔑灘影．
　　　　繕』雛鷹灘韓

鍵耀奪霧，、態
例年だと苗代づくりの時期、田麦立地区では3m

を超える残雪で5月に入ってからブルで苗代除雪

始まる（5月1目）

三
二
一
万
円
の
支

出
と
な
る
。

　
町
農
政
係
で
は
、

消
雪
剤
を
一
万
三

千
袋
で
約
八
百
万

円
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

な
ど
の
機
械
に
よ

る
苗
代
除
雪
（
五

百
戸
の
農
家
が
三

十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

除
雪
）
に
約
一
千

五
百
万
円
、
農
道

除
雪
、
育
苗
の
委

託
料
な
ど
豪
雪
に

よ
る
農
家
の
負
担

は
総
額
三
千
万
円

を
超
え
る
と
話
し
て
い
た
。

　
町
農
協
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年

の
二
千
八
百
箱
が
今
年
は
八
千
五
百

箱
と
三
倍
の
苗
の
注
文
が
あ
り
、
昨

年
よ
り
士
二
日
遅
い
播
種
作
業
が
四

月
二
十
三
日
に
始
ま
り
五
月
十
二
日

ま
で
行
わ
れ
る
予
定
。

　
こ
れ
ま
で
の
消
雪
日
で
最
も
遅
い

昭
和
九
年
は
大
雪
で
融
雪
が
遅
れ
た

た
め
作
付
も
大
幅
に
遅
れ
、
稲
熱
病

の
多
発
と
夏
の
異
常
低
温
、
秋
の
早

い
冷
え
込
み
な
ど
の
た
め
大
凶
作
と

な
り
、
こ
の
年
松
之
山
村
の
収
穫
米

は
五
千
六
百
石
で
平
年
の
三
分
の
一

と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
農
薬
、
肥
料
の
普
及
、
稲

作
技
術
の
進
歩
で
大
凶
作
は
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
農
家
で
は
消
雪
の
遅

れ
に
表
情
は
暗
い
。

中立山4月ロ日）

集会所の2階まで雪、ストーブをつけて稲作の指導を受ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農事懇談会

59年度

町道整備に1億2，700万円

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
国
の
予
算
が

成
立
し
本
年
度
の
公
共
事
業
費
の
配

分
が
決
ま
っ
た
。

　
町
で
は
国
道
三
五
三
号
の
小
谷
地

内
で
道
路
改
良
に
一
億
四
千
万
円
、

舗
装
に
三
千
七
百
万
円
、
東
川
の
改

良
に
七
千
万
円
、
四
〇
五
号
で
は
中

立
山
の
道
路
改
良
に
七
千
万
円
。

　
県
道
で
は
浦
田
の
改
良
に
四
千
五

百
万
円
、
湯
山
の
改
良
に
三
千
万
円
。

　
町
道
で
は
藤
倉
の
改
良
に
七
千
二

百
万
円
、
舗
装
工
事
で
は
四
路
線
に

五
千
五
百
万
円
の
予
算
が
つ
い
た
。

　
農
林
省
関
係
で
は
留
山
ダ
ム
に
四

億
五
千
万
円
、
湯
之
島
の
ミ
ニ
総
パ

に
三
千
四
百
万
円
。

　
林
野
庁
関
係
で
は
湯
本
名
木
野
地

区
の
土
砂
崩
壊
流
出
防
止
工
事
に
五

千
五
百
万
円
、
新
林
構
に
六
千
万
円

の
事
業
費
が
つ
い
た
。

　
国
で
は
財
政
再
建
の
た
め
公
共
事

業
を
十
％
減
額
し
て
い
る
が
、
湯
山

の
改
良
は
前
年
の
千
二
百
万
円
か
ら

三
千
万
円
に
、
小
谷
の
改
良
で
は
一

億
円
が
一
億
四
千
万
円
に
、
留
山
ダ

ム
が
四
億
円
か
ら
四
億
五
千
万
円
と

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
道
松
代
松
之
山
線
の
松
口
の
舗

装
工
事
は
残
念
な
が
ら
今
年
は
予
算

が
つ
か
な
か
っ
た
。

○
松
口
松
之
山
線
（
松
口
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

○
西
之
前
北
浦
田
線
（
西
之
前
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

河
　
川

▽
渋
海
川

○
通
常
砂
防
（
湯
之
島
）

　
　
　
　
　
　
三
、
三
〇
〇
万
円

○
河
川
局
部
改
修
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
O
O
O
万
円

▽
越
道
川

○
小
規
模
改
修
（
天
水
越
）

　
　
　
　
　
　
　
三
、
O
O
O
万
円

　
地
す
べ
り
防
止

▽
松
之
山
　
　
　
三
、
O
O
O
万
円

▽
藤
倉
　

三
、
O
O
O
万
円

▽
月
池
　

三
、
O
O
O
万
円

▽
五
十
子
平
　
　
三
、
九
〇
〇
万
円

「留山ダム」

4億5，000万円

〔3〕広報まつのやま

　
国
　
道

▽
三
五
三
号

○
道
路
改
良
（
小
谷
）

　
　
　
　
　
一
億
四
、
O
O
O
万
円

○
舗
装
新
設
（
小
谷
）

　
　
　
　
　
　
三
、
七
〇
〇
万
円

○
特
改
二
種
（
小
谷
）
突
角

　
　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
万
円

○
特
改
一
種
（
東
川
）
道
路
改
良

　
　
　
　
　
　
七
、
O
O
O
万
円

○
防
　
　
雪
（
小
谷
）

　
　
　
　
　
　
四
、
八
O
O
万
円

▽
四
〇
五
号

○
特
改
四
種
（
中
立
山
）
舗
装

　
　
　
　
　
　
七
、
O
O
O
万
円

○
特
改
二
種
（
天
水
島
）
突
角

　
　
　
　
　
　
　
　
八
O
O
万
円

県
　
道

▽
上
越
安
塚
松
之
山
線

○
道
路
改
良
（
湯
山
）

　
　
　
　
　
　
三
、
○
○
○
万
円

○
特
改
一
種
（
水
梨
）
道
路
改
良

　
　
　
　
　
　
四
、
O
O
O
万
円

▽
月
池
松
代
線

○
特
改
一
種
（
上
之
山
）
道
路
改
良

　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
万
円

　
町
　
道

▽
過
疎
代
行
（
道
路
改
良
）

○
東
川
藤
倉
天
水
越
線
（
藤
倉
）

　
　
　
　
　
　
七
、
二
〇
〇
万
円

▽
特
改
四
種
（
舗
装
）

○
藤
原
松
之
山
線
（
藤
原
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
〇
〇
万
円

○
己
之
下
線
（
松
之
山
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
万
円

農
林
省
関
係

▽
県
営
か
ん
が
い
排
水

　
留
山
ダ
ム
　
四
億
五
、
O
O
O
万
円

▽
農
免
農
道
（
藤
倉
）

　
　
　
　
　
　
二
、
五
二
〇
万
円

▽
農
村
基
盤
総
合
事
業
（
湯
之
島
）

　
　
　
　
　
　
三
、
四
〇
〇
万
円

▽
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整
備

○
狐
塚
（
天
水
越
）
四
、
五
〇
〇
万
円

○
中
坪
　
　
　
　
三
、
五
〇
〇
万
円

○
天
水
越
　
　
　
一
、
三
五
〇
万
円

○
池
田
「
水
路
」
　
　
四
五
〇
万
円

▽
団
体
営
か
ん
が
い
排
水

○
松
里
第
一
「
水
路
」
　
（
藤
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
〇
〇
万
円

○
松
里
第
二
「
水
路
」
　
（
天
水
越
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
〇
〇
万
円

▽
地
す
べ
り
防
止

○
離
山
（
湯
之
島
）
一
、
八
○
○
万
円

○
天
水
越
　
　
　
三
、
四
〇
〇
万
円

○
水
梨
　
　
　
　
二
、
三
〇
〇
万
円

○
水
梨
西
　
　
　
一
、
五
〇
〇
万
円

新
林
構
事
業
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

林
野
庁
関
係

▽
土
砂
崩
壊
流
出
防
止
（
湯
本
・
名

　
木
野
）
　
　
　
五
、
五
〇
〇
万
円

▽
林
道
改
良

○
中
原
大
厳
寺
線
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
万
円

▽
林
道
舗
装

○
野
々
海
天
水
越
線
（
天
水
越
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
万
円

○
中
原
大
厳
寺
線
（
浦
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
〇
万
円

▽
復
旧
治
山
（
赤
倉
・
下
平
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
九
〇
万
円

〇
一
二
万
円

▽
地
す
べ
り
防
止

○
浦
田
（
亀
石
）
二
、
三
一
〇
万
円

○
中
尾
（
中
段
）
一
、
五
〇
〇
万
円

○
湯
本
（
小
株
原
）
二
、
一
〇
〇
〇
万
円

▽
な
だ
れ
防
止
林

○
上
蝦
池
（
家
の
下
）
九
一
〇
万
円

▽
保
安
林
保
育

○
天
水
島
（
矢
ハ
ズ
シ
）
八
O
万
円

▽
新
林
構
　
　
　
六
、
〇
一
二
万
円

　
天
水
越
集
会
用
建
物
、
基
幹
作
業

　
道
亀
石
線
、
松
里
特
用
林
産
、
森

　
林
組
合
指
標
団
地
整
備
（
坪
野
、

　
亀
石
の
下
刈
、
枝
打
）
な
ど
。
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ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
終
る

　
昨
年
十
二
月
オ
ー
プ
ン
し
た
松
之

山
温
泉
ス
キ
i
場
は
五
月
の
六
日
で

今
年
の
ス
キ
ー
場
の
営
業
を
終
っ
た
。

　
年
末
年
始
は
ス
キ
ー
客
で
温
泉
旅

館
、
ホ
テ
ル
が
ほ
ぽ
満
員
と
な
る
盛

一
万
九
千
人
が
訪
れ
る

況
を
見
せ
た
が
、
そ
の
後
の
異
常
豪

雪
に
見
舞
わ
れ
訪
れ
る
ス
キ
ー
ヤ
ー

も
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
シ
炎

ン
中
の
利
用
客
は
約
一
万
九
千
人
、

売
上
げ
は
目
標
を
や
や
下
回
る
約
千

連休に』200人、春スキーを楽しむ（4月30日

五
百
万
円
と
な
り
、
ま
ず
ま
ず
の
成

績
で
来
年
に
期
待
を
つ
な
い
だ
。

　
月
別
の
ス
キ
ー
客
は
十
二
月
二
千

五
百
人
、
一
月
六
千
二
百
人
、
二
月

四
千
四
百
人
、
三
月
三
千
八
百
人
、

四
月
千
五
百
人
、
五
月
六
百
人
の
合

計
一
万
九
千
人
で
、
町
観
光
係
で
は

地
元
六
千
八
百
人
、
県
内
七
千
百
人
、

県
外
五
千
百
人
と
見
て
い
る
。

　
四
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日

間
「
第
一
回
松
之
山
温
泉
杯
」
上
越

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
キ
ッ
ト
第
五
戦
が
行

わ
れ
、
上
越
地
区
か
ら
小
・
中
⊥
口
同

百
十
名
の
選
手
が
参
加
し
て
豪
快
な

滑
り
を
見
せ
て
い
た
。

　
四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
六
日
ま

で
の
連
休
中
に
約
千
二
百
人
が
今
シ

ー
ズ
ン
最
後
の
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

国
道
瑠
号

十
二
峠
5
月
2
日

　
　
　
　
　
　
　
　
開
通

　
一
月
中
旬
か
ら
雪
崩
の
た
め
通
行

不
能
と
な
っ
て
い
た
十
二
峠
（
中
里

村
～
塩
沢
間
）
が
、
五
月
二
日
約
四

カ
月
ぶ
り
に
開
通
し
た
。

新
刊
購
入

図
書
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
図

書
室
に
、
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
時
間

　
平
　
日
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
土
曜
日
　
午
前
九
時
～
十
一
時

　
（
日
曜
と
祝
祭
日
は
休
館
）

▽
貸
出
冊
数
　
　
一
人
　
三
冊
以
内

▽
貸
出
期
間
　
　
　
　
　
　
十
日
間

　
（
雑
誌
類
は
三
日
間
、
ベ
ス
ト
セ

　
ラ
ー
は
七
日
間
）

▽
貸
出
簿
に
記
入
の
う
え
、
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

19目㊤
～

5月ゴ壌塀線

20目◎ま7り

行
事
圖
程

　
五
月
十
九
日
（
土
）

午
毯
蒔
よ
り

▽
松
里
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

▽
ぬ
い
ぐ
る
み
行
進
　
　
●

▽
松
之
山
中
学
校
ブ
ヲ
ス
バ
ン
ド

▽
管
領
塚
供
養
と
稚
晃
行
列
（
松
里

保
育
園
児
〉

午
後
霞
時
よ
り

▽
子
供
み
こ
し

▽
ぬ
い
ぐ
る
み
行
進

▽
野
鳥
こ
け
し
製
作
察
濱

▽
鋤
菜
市

　
午
後
六
時
半
よ
ゆ

▽
カ
ラ
オ
ケ
大
会

▽
ぬ
繍
緯
る
み
シ
灘
鷺

集
後
八
鷲
蕊
参

▽
花
火
炎
会

　
五
鶏
二
摯
欝

　
午
前
十
蒔
灘
諜
9
、
、

惣
ジ
ン
蘇
ス
毒
諏
祭
｛
黛
厳
寺
薦
原
）

高
療
パ
蕩
温
麟
鱗
潮
鞭
嚇
業
鐵
発

難
騰
轡
糞

墓
瀦
膏
灘
犠
繋
難
、
濠

〔5〕広報まっのやま

学
校
保
健
統
計
調
査

　
　
　
　
　
　
児
童
・
生
徒
の
発
育
状
態

　
文
部
省
は
、
こ
の
ほ
ど
児
童
、
生

徒
の
発
育
状
態
調
査
結
果
の
一
部
を

公
表
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
学
校
に
お
け
る
定

期
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
発

年齢別・身長・体重・胸囲・座高の全国平均値

（　）；松之山町

育
な
ら
び
に
健
康
状
態
を
明
ら
か
に

し
、
学
校
保
健
行
政
上
の
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
調
査
は
、
小

学
生
約
二
十
五
万
人
、
中
学
生
約
二

十
一
万
人
、
高
校
生
約
十
二
万
人
、

幼
稚
園
児
五
歳
児
約
七
万
人
を
調
査

対
象
と
し
た
。

　
疾
病
、
異
常
の
う
ち
「
う
歯
」
の

身 長　cm 体 重　kg 胸 囲　cm 座 r白一

同　　cm

男 女 男 女 男 女 男 女

幼稚園
5歳 110．5 109．7 19．0 18．6 56．3 55．0 62．5 62．0

6歳 116．2 115．5 21．0 20．7 57．7 56．3 65．1 64．7
（115．4） （117．5） （20．0） （21．2） （56．6〉 （58．0） （64．4） （65．5）

刀・ 7、 121．8
（121．6）

121．0
（120．1）

23．4
（23．1）

23．0
（22．0）

59．8
（60．0）

58．3
（57。8）

67．6
（67．2）

67．2
（66．1）

8 127．2 126．6 26．3 25．7 62．1 60．6 70．0 69．7
幽
子

（122．6） （124．1） （25．4） （24．5） （61．7） （60。0） （68．8） （68．7）

9 132．3 132．2 29．2 28．0 64．4 63．2 72．2 72．1
（131．3） （131．7） （27．5〉 （27．2〉 （63．2） （62．3） （71．4） （71．2）

校 10 137．4 138．4 32．6 32．7 66．9 66．3 74．3 75．0
（137，7） （138．7） （31．9） （32．2） （67．6） （66．6） （74．2） （74．5）

11 143．1 145．2 36．5 37．7 69．6 70．2 76．7 78．3
（144．5） （146．5） （36．8） （38．4） （70．2） （71．6） （77．3） （78．5）

12 150．0 150．7 41．7 42．6 72．6 74．3 79．9 81．4

中
（149，9） （150．0） （38．8） （42．1） （69．6） （75．8） （77．9） （79．4）

学 13 157．5 154．3 47．2 46．6 76．1 77．2 83．5 83．3
校 （155．4） （155．5） （45．1） （47．5） （75．2） （78．9） （81．7） （83．0）

14 163．6 156．1 52．8 49．4 79．7 79．3 86．8 84．3
（160．7） （156．0） （50．1） （52．6） （79．7） （82．1） （84．8） （83．7）

15 167．3 156．9 57．6 51．7 82．8 8LO 89．3 85．1
古
同 （166．2） （157．2） （55．5〉 （53．8） （83．2） （81．7） （88．7） （86．4）

等
昌 16 169．1 157．3 59．5 52．3 84．4 81．5 90．2 85．1
子
校

（168．3） （156．7） （56．7） （53．2） （83．3） （82．7） （90．0） （85，4）

17 170．2 157．4 61．1 52．4 86．O 8L8 90．8 85．0
（171．9） （156．0） （60．9） （54．1） （86．7〉 （83．0） （92．0） （85．5）

あ
る
者
が
幼
稚
園
の
八
三
・
六
％
～

高
等
学
校
の
九
五
・
九
％
が
一
番
多

い
が
、
　
「
う
歯
」
の
あ
る
者
は
、
年

々
低
下
し
て
お
り
、
特
に
「
未
処
置

歯
の
あ
る
者
」
は
、
大
き
く
低
下
し

て
き
て
い
る
。

　
続
い
て
多
い
の
が
「
視
力
丁
○
未

満
の
者
」
で
小
学
校
一
八
・
二
％
、
中

学
校
三
五
・
五
％
、
高
等
学
校
五
二
・
二

％
と
学
年
の
進
む
に
つ
れ
て
高
く
な

っ
て
い
る
。

「
へ
ん
と
う
肥
大
」
は
、
幼
稚
園
で

の
比
率
（
六
・
四
％
）
が
高
く
、
次
い

て
小
学
校
（
三
・
二
％
）
中
学
校
（
一
・

六
％
）
と
進
む
に
つ
れ
て
低
く
な
っ

て
い
る
。

　
身
長
、
体
重
お
よ
び
胸
囲
の
全
国

平
均
値
に
つ
い
て
、
二
十
五
年
前
（
昭

和
三
十
三
年
）
の
十
一
歳
に
つ
い
て

國
　
町
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
年
齢
で
県

平
均
を
下
回
る
傾
向
に
あ
る
が
、
過

去
二
十
年
間
の
体
位
の
推
移
を
見
る

と
、
体
位
向
上
は
め
ざ
ま
し
く
、
県

平
均
に
対
す
る
劣
位
の
差
は
減
少
し

て
き
て
い
る
。

（
新
潟
県
は
身
長
、
体
重
と
も
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
）

　
県
平
均
と
の
比
較
で
は
、
男
子
は

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
で
劣
位
の

差
が
ひ
ら
き
、
高
校
で
追
い
つ
い
て

い
る
。
女
子
は
小
学
校
低
学
年
と
高

比
較
し
て
み
る
と
、
男
子
で
は
身
長

が
八
・
O
セ
ン
チ
、
体
重
が
六
・
三
キ
ロ
、

胸
囲
が
三
・
七
セ
ン
チ
。
女
子
で
は
身

長
が
八
・
六
セ
ン
チ
、
体
重
が
六
・
四
キ

ロ
、
胸
囲
が
四
・
五
セ
ン
チ
そ
れ
ぞ
れ

上
回
っ
て
お
り
、
二
十
五
年
前
の
十

二
歳
か
ら
十
三
歳
に
相
当
し
て
い
る
。

　
各
年
齢
間
の
身
長
差
は
、
男
子
で

は
十
二
歳
と
十
三
歳
の
間
が
七
・
五
セ

ン
チ
。
女
子
で
は
十
歳
と
十
一
歳
の

間
が
六
・
八
セ
ン
チ
と
最
も
大
き
い
。

　
体
重
の
各
年
齢
間
の
差
は
、
男
子

で
十
三
歳
と
十
四
歳
の
間
が
五
・
六
キ

ロ
、
女
子
で
は
十
歳
と
十
一
歳
の
間

が
五
・
O
キ
ロ
と
最
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

　
十
歳
か
ら
十
二
歳
の
間
で
は
、
身

長
、
体
重
と
も
女
子
が
上
回
っ
て
い

る
。

め
ざ
ま
し
い
体
位
の
向
上

　
　
体
力
は
全
国
を
上
回
る

校
で
下
回
る
項
目
が
多
い
が
、
十
三

歳
と
十
四
歳
の
胸
囲
で
は
逆
に
松
之

山
町
の
女
子
の
方
が
大
き
い
。

　
町
の
児
童
生
徒
が
減
少
し
て
お
り

特
に
平
均
値
だ
け
で
優
劣
の
判
断
が

つ
か
な
い
が
。
児
童
の
体
力
を
全
国

と
比
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で

良
い
成
績
が
出
て
い
る
。

　
栄
養
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
成
長

期
の
た
ん
ぱ
く
質
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の

摂
取
量
が
少
な
い
が
、
そ
れ
程
の
較

差
で
は
な
い
。



1
創
寸
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ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
終
る

　
昨
年
十
二
月
オ
ー
プ
ン
し
た
松
之

山
温
泉
ス
キ
i
場
は
五
月
の
六
日
で

今
年
の
ス
キ
ー
場
の
営
業
を
終
っ
た
。

　
年
末
年
始
は
ス
キ
ー
客
で
温
泉
旅

館
、
ホ
テ
ル
が
ほ
ぽ
満
員
と
な
る
盛

一
万
九
千
人
が
訪
れ
る

況
を
見
せ
た
が
、
そ
の
後
の
異
常
豪

雪
に
見
舞
わ
れ
訪
れ
る
ス
キ
ー
ヤ
ー

も
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
シ
炎

ン
中
の
利
用
客
は
約
一
万
九
千
人
、

売
上
げ
は
目
標
を
や
や
下
回
る
約
千

連休に』200人、春スキーを楽しむ（4月30日

五
百
万
円
と
な
り
、
ま
ず
ま
ず
の
成

績
で
来
年
に
期
待
を
つ
な
い
だ
。

　
月
別
の
ス
キ
ー
客
は
十
二
月
二
千

五
百
人
、
一
月
六
千
二
百
人
、
二
月

四
千
四
百
人
、
三
月
三
千
八
百
人
、

四
月
千
五
百
人
、
五
月
六
百
人
の
合

計
一
万
九
千
人
で
、
町
観
光
係
で
は

地
元
六
千
八
百
人
、
県
内
七
千
百
人
、

県
外
五
千
百
人
と
見
て
い
る
。

　
四
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日

間
「
第
一
回
松
之
山
温
泉
杯
」
上
越

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
キ
ッ
ト
第
五
戦
が
行

わ
れ
、
上
越
地
区
か
ら
小
・
中
⊥
口
同

百
十
名
の
選
手
が
参
加
し
て
豪
快
な

滑
り
を
見
せ
て
い
た
。

　
四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
六
日
ま

で
の
連
休
中
に
約
千
二
百
人
が
今
シ

ー
ズ
ン
最
後
の
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

国
道
瑠
号

十
二
峠
5
月
2
日

　
　
　
　
　
　
　
　
開
通

　
一
月
中
旬
か
ら
雪
崩
の
た
め
通
行

不
能
と
な
っ
て
い
た
十
二
峠
（
中
里

村
～
塩
沢
間
）
が
、
五
月
二
日
約
四

カ
月
ぶ
り
に
開
通
し
た
。

新
刊
購
入

図
書
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
図

書
室
に
、
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
時
間

　
平
　
日
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
土
曜
日
　
午
前
九
時
～
十
一
時

　
（
日
曜
と
祝
祭
日
は
休
館
）

▽
貸
出
冊
数
　
　
一
人
　
三
冊
以
内

▽
貸
出
期
間
　
　
　
　
　
　
十
日
間

　
（
雑
誌
類
は
三
日
間
、
ベ
ス
ト
セ

　
ラ
ー
は
七
日
間
）

▽
貸
出
簿
に
記
入
の
う
え
、
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。
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学
校
保
健
統
計
調
査

　
　
　
　
　
　
児
童
・
生
徒
の
発
育
状
態

　
文
部
省
は
、
こ
の
ほ
ど
児
童
、
生

徒
の
発
育
状
態
調
査
結
果
の
一
部
を

公
表
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
学
校
に
お
け
る
定

期
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
発

年齢別・身長・体重・胸囲・座高の全国平均値

（　）；松之山町

育
な
ら
び
に
健
康
状
態
を
明
ら
か
に

し
、
学
校
保
健
行
政
上
の
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
調
査
は
、
小

学
生
約
二
十
五
万
人
、
中
学
生
約
二

十
一
万
人
、
高
校
生
約
十
二
万
人
、

幼
稚
園
児
五
歳
児
約
七
万
人
を
調
査

対
象
と
し
た
。

　
疾
病
、
異
常
の
う
ち
「
う
歯
」
の

身 長　cm 体 重　kg 胸 囲　cm 座 r白一

同　　cm

男 女 男 女 男 女 男 女

幼稚園
5歳 110．5 109．7 19．0 18．6 56．3 55．0 62．5 62．0

6歳 116．2 115．5 21．0 20．7 57．7 56．3 65．1 64．7
（115．4） （117．5） （20．0） （21．2） （56．6〉 （58．0） （64．4） （65．5）

刀・ 7、 121．8
（121．6）

121．0
（120．1）

23．4
（23．1）

23．0
（22．0）

59．8
（60．0）

58．3
（57。8）

67．6
（67．2）

67．2
（66．1）

8 127．2 126．6 26．3 25．7 62．1 60．6 70．0 69．7
幽
子

（122．6） （124．1） （25．4） （24．5） （61．7） （60。0） （68．8） （68．7）

9 132．3 132．2 29．2 28．0 64．4 63．2 72．2 72．1
（131．3） （131．7） （27．5〉 （27．2〉 （63．2） （62．3） （71．4） （71．2）

校 10 137．4 138．4 32．6 32．7 66．9 66．3 74．3 75．0
（137，7） （138．7） （31．9） （32．2） （67．6） （66．6） （74．2） （74．5）

11 143．1 145．2 36．5 37．7 69．6 70．2 76．7 78．3
（144．5） （146．5） （36．8） （38．4） （70．2） （71．6） （77．3） （78．5）

12 150．0 150．7 41．7 42．6 72．6 74．3 79．9 81．4

中
（149，9） （150．0） （38．8） （42．1） （69．6） （75．8） （77．9） （79．4）

学 13 157．5 154．3 47．2 46．6 76．1 77．2 83．5 83．3
校 （155．4） （155．5） （45．1） （47．5） （75．2） （78．9） （81．7） （83．0）

14 163．6 156．1 52．8 49．4 79．7 79．3 86．8 84．3
（160．7） （156．0） （50．1） （52．6） （79．7） （82．1） （84．8） （83．7）

15 167．3 156．9 57．6 51．7 82．8 8LO 89．3 85．1
古
同 （166．2） （157．2） （55．5〉 （53．8） （83．2） （81．7） （88．7） （86．4）

等
昌 16 169．1 157．3 59．5 52．3 84．4 81．5 90．2 85．1
子
校

（168．3） （156．7） （56．7） （53．2） （83．3） （82．7） （90．0） （85，4）

17 170．2 157．4 61．1 52．4 86．O 8L8 90．8 85．0
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あ
る
者
が
幼
稚
園
の
八
三
・
六
％
～

高
等
学
校
の
九
五
・
九
％
が
一
番
多

い
が
、
　
「
う
歯
」
の
あ
る
者
は
、
年

々
低
下
し
て
お
り
、
特
に
「
未
処
置

歯
の
あ
る
者
」
は
、
大
き
く
低
下
し

て
き
て
い
る
。

　
続
い
て
多
い
の
が
「
視
力
丁
○
未

満
の
者
」
で
小
学
校
一
八
・
二
％
、
中

学
校
三
五
・
五
％
、
高
等
学
校
五
二
・
二

％
と
学
年
の
進
む
に
つ
れ
て
高
く
な

っ
て
い
る
。

「
へ
ん
と
う
肥
大
」
は
、
幼
稚
園
で

の
比
率
（
六
・
四
％
）
が
高
く
、
次
い

て
小
学
校
（
三
・
二
％
）
中
学
校
（
一
・

六
％
）
と
進
む
に
つ
れ
て
低
く
な
っ

て
い
る
。

　
身
長
、
体
重
お
よ
び
胸
囲
の
全
国

平
均
値
に
つ
い
て
、
二
十
五
年
前
（
昭

和
三
十
三
年
）
の
十
一
歳
に
つ
い
て

國
　
町
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
年
齢
で
県

平
均
を
下
回
る
傾
向
に
あ
る
が
、
過

去
二
十
年
間
の
体
位
の
推
移
を
見
る

と
、
体
位
向
上
は
め
ざ
ま
し
く
、
県

平
均
に
対
す
る
劣
位
の
差
は
減
少
し

て
き
て
い
る
。

（
新
潟
県
は
身
長
、
体
重
と
も
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
）

　
県
平
均
と
の
比
較
で
は
、
男
子
は

小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
で
劣
位
の

差
が
ひ
ら
き
、
高
校
で
追
い
つ
い
て

い
る
。
女
子
は
小
学
校
低
学
年
と
高

比
較
し
て
み
る
と
、
男
子
で
は
身
長

が
八
・
O
セ
ン
チ
、
体
重
が
六
・
三
キ
ロ
、

胸
囲
が
三
・
七
セ
ン
チ
。
女
子
で
は
身

長
が
八
・
六
セ
ン
チ
、
体
重
が
六
・
四
キ

ロ
、
胸
囲
が
四
・
五
セ
ン
チ
そ
れ
ぞ
れ

上
回
っ
て
お
り
、
二
十
五
年
前
の
十

二
歳
か
ら
十
三
歳
に
相
当
し
て
い
る
。

　
各
年
齢
間
の
身
長
差
は
、
男
子
で

は
十
二
歳
と
十
三
歳
の
間
が
七
・
五
セ

ン
チ
。
女
子
で
は
十
歳
と
十
一
歳
の

間
が
六
・
八
セ
ン
チ
と
最
も
大
き
い
。

　
体
重
の
各
年
齢
間
の
差
は
、
男
子

で
十
三
歳
と
十
四
歳
の
間
が
五
・
六
キ

ロ
、
女
子
で
は
十
歳
と
十
一
歳
の
間

が
五
・
O
キ
ロ
と
最
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

　
十
歳
か
ら
十
二
歳
の
間
で
は
、
身

長
、
体
重
と
も
女
子
が
上
回
っ
て
い

る
。

め
ざ
ま
し
い
体
位
の
向
上

　
　
体
力
は
全
国
を
上
回
る

校
で
下
回
る
項
目
が
多
い
が
、
十
三

歳
と
十
四
歳
の
胸
囲
で
は
逆
に
松
之

山
町
の
女
子
の
方
が
大
き
い
。

　
町
の
児
童
生
徒
が
減
少
し
て
お
り

特
に
平
均
値
だ
け
で
優
劣
の
判
断
が

つ
か
な
い
が
。
児
童
の
体
力
を
全
国

と
比
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で

良
い
成
績
が
出
て
い
る
。

　
栄
養
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
成
長

期
の
た
ん
ぱ
く
質
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の

摂
取
量
が
少
な
い
が
、
そ
れ
程
の
較

差
で
は
な
い
。
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ナ準備進むに向工事再開
準備会が発足立設　

一セクタ3第

新潟市で臨時総会月18日5

工事の再開を待つ北越北線

（十日町市内の高架橋）
l
o
う
N
寸
ー

松
代
町
で
五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
総
決
起
大
会

　
昭
和
五
十
七
年
か
ら
工
事
が
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
る
北
越
北
線
を
第
三
セ

ク
タ
ー
方
式
で
促
進
し
よ
う
と
三
月

一
日
設
立
準
備
会
が
発
足
、
五
月
八

日
に
は
大
潟
町
で
、
九
日
に
は
十
日

町
市
で
十
一
日
に
は
松
代
町
で
住
民

総
決
起
大
会
が
開
か
れ
る
な
ど
再
着

工
へ
と
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
は
五
十
八
年
六
月
東
京
で
開

か
れ
た
北
越
北
線
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
総
会
で
田
中
元
首
相
が
「
第
三

セ
ク
タ
ー
で
建
設
し
た
ら
ど
う
か
」

と
発
言
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
県
で

も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
委
託
調
査
な

ど
を
行
い
採
算
が
と
れ
る
と
の
結
論

か
ら
第
三
セ
ク
タ
ー
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
五
月
十
八
日
、
新
潟
市
で

設
立
準
備
会
臨
時
総
会
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　
準
備
会
で
は
来
年
度
の
国
の
概
算

要
求
が
決
ま
る
今
年
の
八
月
を
メ
ド

に
第
三
セ
ク
タ
ー
の
新
会
社
を
設
立

さ
せ
て
、
何
と
し
て
も
六
十
年
度
に

予
算
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
し
て

い
る
。

　
北
越
北
線
よ
り
需
要
の
多
い
国
鉄

線
で
も
赤
字
が
出
て
い
る
中
で
、
民

間
の
出
資
者
を
集
め
ら
れ
る
か
、
県

と
沿
線
市
町
村
の
出
資
割
合
。
国
鉄
、

運
輸
省
と
運
営
費
の
補
助
、
転
換
交

付
金
、
工
事
の
見
通
し
な
ど
ま
だ
難

問
が
山
積
し
て
お
り
こ
れ
か
ら
の
成

り
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

六
〇
％
の
進
捗
で
ス
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　
残
り
の
工
事
費
は
四
百
億
円

　
北
越
北
線
は
こ
れ
ま
で
に
三
八
九

億
七
千
万
円
投
入
し
て
用
地
買
収
が

七
三
・
二
％
、
路
盤
の
進
捗
率
が
五

七
・
六
％
出
来
て
い
る
。
区
間
は
六

日
町
・
犀
潟
間
五
十
九
・
四
キ
ロ
。
新

設
駅
は
津
地
駅
（
十
日
町
）
松
代
駅

（
松
代
町
）
頸
城
大
島
駅
（
大
島
村
）

沢
田
駅
（
浦
川
原
村
）
増
田
駅
（
頸

城
村
）
西
六
日
町
駅
（
六
日
町
）
の

六
駅
で
計
画
予
算
総
額
は
七
九
四
億

円
。
ト
ン
ネ
ル
の
延
長
は
十
七
カ
所

で
約
四
十
キ
ロ
と
六
十
七
％
が
ト
ン

ネ
ル
と
い
う
モ
グ
ラ
路
線
で
あ
る
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
は
地
域
開
発
の
主

役
と
し
て
地
方
公
共
団
体
や
国
と
民

間
企
業
と
の
共
同
出
資
で
設
立
さ
れ

る
事
業
体
で
、
国
鉄
再
建
法
案
の
規

定
に
基
づ
く
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に

よ
る
新
線
は
、
四
月
一
日
開
業
の
三

陸
鉄
道
（
岩
手
県
）
昭
和
六
十
一
年

度
開
通
予
定
の
野
岩
線
（
福
島
県
、

栃
木
県
）
六
十
三
年
開
通
予
定
の
宮

福
線
（
京
都
府
）
の
三
路
線
で
北
越

北
線
が
設
立
す
れ
ば
全
国
で
四
番
目

と
な
る
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
、
鉄
建
公
団
が
工

事
を
し
完
成
後
は
第
三
セ
ク
タ
ー
に

無
償
で
貸
与
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

残
工
事
は
約
四
百
億
円
と
い
わ
れ
て

お
り
国
の
予
算
の
つ
き
方
に
よ
る
が

準
備
会
で
は
五
年
間
位
で
工
事
を
終

ら
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
方
式
は
県
と
関
係
市
町
村
、

民
間
会
社
（
交
通
、
銀
行
な
ど
）
が

出
資
し
て
株
式
会
社
を
設
立
す
る
も

の
で
、
事
業
の
運
営
に
は
公
共
性
と

経
済
性
を
う
ま
く
調
和
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
、
赤
字
の
危
険
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
経
済
性
に
つ
い
て
慎
重
な
話

合
い
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

豪
雪
地
を
通
る

命
の
北
越
北
線

7
撃

＼
・
＼
．

飯
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線
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　　今までの経過

昭和37年3月28日

　予定線に編入

昭和37年5月31日

　調査線に編入

昭和39年6月25日

　工事線に格上げ

昭和43年3月28日

　工事実施計画認可（六日町・

　十日町間）

昭和43年8月14日

　六日町・十日町間工事着手

昭和43年9月

　六日町鉄道建設所開所

昭和44年9月19日

　赤倉トンネル工事着手

昭和46年10月

　十日町鉄道建設所開所

昭和47年8月28日

　十日町高架工事着手

昭和47年10月ll日
　工事実施計画認可（十日町・

　犀潟間）

昭和48年3月24日

　十日町・犀潟問工事着手

昭和48年3月24日

　十日町トンネル工事着手

昭和48年11月13日

　松代鉄道建設所開所

昭和49年1月10日

　十日町高架橋完成

昭和50年6月25日

　薬師峠、鍋立山両トンネル工

　事着手
昭和50年12月11日

　十日町トンネル完成

昭和51年1月21日

　赤倉トンネル貫通

昭和52年12月26日

　大潟町・頸城村間法線発表

昭和53年6月6日
　薬師トンネル貫通

昭和53年10月26日

　霧ケ岳トンネル工事着手

昭和55年12月27日

　国鉄再建法公布

昭和56年度

　予算措置がなされないに［二事

　中止）

昭和58年6月

　期成同盟総会で第三セクター

　方式浮上

昭和59年3月1日
　第三セクター設立準備会発足
　（上越市、十日町市など沿線17

　市町村加入）

昭和59年3月31日

　松代鉄道建設所閉鎖
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の
規

定
に
基
づ
く
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に

よ
る
新
線
は
、
四
月
一
日
開
業
の
三

陸
鉄
道
（
岩
手
県
）
昭
和
六
十
一
年

度
開
通
予
定
の
野
岩
線
（
福
島
県
、

栃
木
県
）
六
十
三
年
開
通
予
定
の
宮

福
線
（
京
都
府
）
の
三
路
線
で
北
越

北
線
が
設
立
す
れ
ば
全
国
で
四
番
目

と
な
る
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
、
鉄
建
公
団
が
工

事
を
し
完
成
後
は
第
三
セ
ク
タ
ー
に

無
償
で
貸
与
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

残
工
事
は
約
四
百
億
円
と
い
わ
れ
て

お
り
国
の
予
算
の
つ
き
方
に
よ
る
が

準
備
会
で
は
五
年
間
位
で
工
事
を
終

ら
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
方
式
は
県
と
関
係
市
町
村
、

民
間
会
社
（
交
通
、
銀
行
な
ど
）
が

出
資
し
て
株
式
会
社
を
設
立
す
る
も

の
で
、
事
業
の
運
営
に
は
公
共
性
と

経
済
性
を
う
ま
く
調
和
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
、
赤
字
の
危
険
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
経
済
性
に
つ
い
て
慎
重
な
話

合
い
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

豪
雪
地
を
通
る

命
の
北
越
北
線

7
撃

＼
・
＼
．

飯
山
線

＼

＼
譲
甥

　
　
　
　
　
．
－

〃
津池駅

赤倉駅

十日町駅
（既設）、

，驚秘冤
ズ　　　　ハ日町駅く既設

ノ・／〃

十β町市

　　　　　　　　　　　　　！　　　　／
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　　今までの経過

昭和37年3月28日

　予定線に編入

昭和37年5月31日

　調査線に編入

昭和39年6月25日

　工事線に格上げ

昭和43年3月28日

　工事実施計画認可（六日町・

　十日町間）

昭和43年8月14日

　六日町・十日町間工事着手

昭和43年9月

　六日町鉄道建設所開所

昭和44年9月19日

　赤倉トンネル工事着手

昭和46年10月

　十日町鉄道建設所開所

昭和47年8月28日

　十日町高架工事着手

昭和47年10月ll日
　工事実施計画認可（十日町・

　犀潟間）

昭和48年3月24日

　十日町・犀潟問工事着手

昭和48年3月24日

　十日町トンネル工事着手

昭和48年11月13日

　松代鉄道建設所開所

昭和49年1月10日

　十日町高架橋完成

昭和50年6月25日

　薬師峠、鍋立山両トンネル工

　事着手
昭和50年12月11日

　十日町トンネル完成

昭和51年1月21日

　赤倉トンネル貫通

昭和52年12月26日

　大潟町・頸城村間法線発表

昭和53年6月6日
　薬師トンネル貫通

昭和53年10月26日

　霧ケ岳トンネル工事着手

昭和55年12月27日

　国鉄再建法公布

昭和56年度

　予算措置がなされないに［二事

　中止）

昭和58年6月

　期成同盟総会で第三セクター

　方式浮上

昭和59年3月1日
　第三セクター設立準備会発足
　（上越市、十日町市など沿線17

　市町村加入）

昭和59年3月31日

　松代鉄道建設所閉鎖



ー
ぐ
N
寸
ー

広報まつのやま〔8〕

公衆電話も

　　　カードの時代

　
カ
ー
ド
一
枚
で
通
話
で
き
る
「
カ

ー
ド
式
公
衆
電
話
」
が
、
県
内
で
も

普
及
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
松
之
山

電
報
電
話
局
で
も
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

の
販
売
を
は
じ
め
た
。

　
カ
ー
ド
公
衆
電
話
は
、
松
之
山
町

に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
東
京

な
ど
都
市
の
駅
や
空
港
な
ど
利
用
者

の
多
い
場
所
に
設
置
し
て
あ
り
、
た

と
え
ば
千
円
の
カ
ー
ド
を
も
っ
て
い

れ
ば
現
金
が
な
く
て
も
千
円
分
ま
で

何
回
も
利
用
で
き
る
の
で
、
入
学
祝

や
就
職
祝
な
ど
贈
答
用
と
し
て
喜
ば

れ
て
い
る
。
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
、
五

百
円
、
千
円
、
三
千
円
、
五
千
円
の

四
種
類
で
、
岡
本
太
郎
、
原
田
治
、

矢
吹
申
彦
、
灘
本
唯
人
、
山
城
隆
一

氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
十
タ
イ
プ
が

あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
松
之
山
電
報

電
話
局
へ
（
費
六
ー
二
二
〇
〇
）

市外電話番号の案内

市外局番＋104番

　
市
外
電
話
の
番
号
案
内
は
、
こ
れ

ま
で
「
1
0
5
番
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
呼
び
出
し
、
さ

ら
に
、
問
い
合
わ
せ
先
の
電
報
電
話

局
へ
転
送
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

東
京
や
県
庁
所
在
地
な
ど
で
実
施
し

て
い
た
直
接
ダ
イ
ヤ
ル
方
式
と
な
り
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
ど
こ
へ
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
方
式
は
市
外
局
番
に
「
1
0

4
番
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
直
接
問

い
合
わ
せ
先
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
接

続
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
転
送
が
な
く

な
り
、
待
ち
時
問
が
短
く
利
用
し
や

す
く
な
っ
た
。

　
た
と
え
ば
松
之
山
の
方
が
十
日
町

市
の
電
話
番
号
を
知
り
た
い
時
は
、

「
0
2
5
7
・
1
0
4
番
」
を
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
と
十
日
町
局
の
案
内
が
直

接
受
け
ら
れ
る
。

電
話
の
上
手
な
か
け
方

7
つ
②
ポ
イ
ン
ト

▼
か
け
る
前
に
電
話
番
号
を
確
か
め

　
る
。

　
手
元
に
必
ず
電
話
帳
か
番
号
書
抜

帳
を
お
き
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
用
件
は
前
も
っ
て
整
理
し
て
お
く
。

　
か
け
る
前
に
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」

「
だ
れ
が
」
　
「
な
に
を
」
　
「
な
ぜ
」

「
ど
の
よ
う
に
」
の
六
つ
の
要
素
に

ま
と
め
、
話
す
順
序
を
整
理
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▼
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
正
確
に

回
す
。

　
受
話
器
を
耳
に
あ
て
「
ツ
ー
ン
」

と
い
う
音
を
聞
い
て
か
ら
指
止
め
ま

で
正
確
に
回
し
、
自
然
に
離
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ラ
イ
ラ
、
セ
ッ
カ
チ
は
禁
物
で

　
す
。

　
相
手
が
お
話
し
中
の
場
合
は
三
分

ほ
ど
待
っ
て
か
け
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
呼
出
音
も
四
～
五
回
で
き
ら
な
い

で
、
十
回
ぐ
ら
い
は
、
聞
く
余
裕
を

も
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
手
の
つ
ご
う
を
聞
い
て
か
ら
話

　
す
。

　
相
手
の
人
が
忙
が
し
そ
う
な
気
が

し
た
ら
許
し
を
得
て
か
ら
話
す
の
が

エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
し
、
内
容
も
テ
キ

パ
キ
と
要
領
よ
く
話
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
電
話
を
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
考

え
、
急
用
以
外
は
相
手
の
迷
惑
に
な

る
時
間
帯
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
相
手
が
目
の
前
に
い
る
気
持
で
。

　
相
手
が
目
の
前
に
い
る
気
持
で
電

話
を
す
れ
ば
、
声
の
調
子
で
あ
な
た

の
誠
意
が
相
手
に
つ
た
わ
る
も
の
で

す
。
行
儀
の
悪
い
格
好
や
態
度
で
電

話
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
途
中
で
切
れ
た
ら
か
け
た
方
か
ら

か
け
直
す
。

　
話
し
中
に
切
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

両
方
で
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
も
話
し
中
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
か
け
た
方
か

ら
か
け
直
す
、
受
け
た
方
が
し
ば
ら

く
待
つ
の
が
ル
ー
ル
で
す
。

を　　　ジ　つ　　行に二二

さ六オぱすなお十本
さ

し回体いがわい二年
上以操にすれて日も
げ上を吸がま　’ま五

わ
や

まのしいしすさで旦　　5
克農芒え翰。零智＝F　月

か
早

者よでの　か曜七　27朝
繕鳶晃窒　覇貝望　日体
記　気を　体各り　よ

蕊鞭羅背り
操

お長し少き　　康きし
くよましな例のく汗激 フ

ら　り　す早どえたらばし ア
れ認　o足　’ばめいむい
ま定百で特　’にに程運

ξ
、

す証日あにラ良長度動o
・
達 る一ジい期のを

　町成く日オの間運す
リ
1

よ青こ二体で続動る100体
藷誌す操実客脅吉日操
念県お三早　　事一も運
禁警勢券碧　麓男歩動

水黒湯上下新光兎松
　　　川川　　　　　　之

■

梨倉山手手山間口山 騒o

■

中関小福福山津滝相

・2

島谷林原原岸端沢沢
　　　　　　　　　…
健敏要幸鉄利金　　恵
　　　　　　　　　≡
男明一市雄通一茂一　曼
　　　　　　　　　＝

赤坪五下上東中藤天天湯大小
十蝦蝦　　　　　水水 荒

倉野子池池川尾倉島越本戸谷
平

村村鈴大重小高小高佐村山福
野　　野

山山木見野塚橋塚橋藤山岸原

幸正文増勝清富豊 市治利
一

昇夫行雄栄男郎夫孝博郎二義

西北豊坂月田中湯上新曽藤東
之浦　　　　　麦立之之
前田田中池立山島山田根原山

南高保竹佐石飯若佐久本本渡
保

雲沢坂内藤塚塚月藤田山山辺

昌和美信新一哲正 正栄昭四
智　　一

弘弘男之郎久郎富繁栄一雄郎

〔9〕広報まつのやま

　
私
は
、
日
ご
ろ
家
庭
と
い
う
こ
と

に
っ
い
て
、
深
く
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
だ
け
ど
、
ど
ん
な
家
庭
が
、
一
番

理
想
か
と
い
う
考
え
を
も
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
一
言
で
い
っ
て
「
明
る

い
家
庭
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
は
、
毎
日
家
族
と
い
っ
し
ょ
に

暮
ら
し
て
い
る
け
ど
、
あ
ま
り
明
る

い
家
庭
だ
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
と
き
に
は
あ
る
け
ど
、
な
ん
と
な

く
気
が
あ
わ
な
く
な
る
よ
う
な
感
じ

で
す
。

　
だ
げ
ど
、
私
は
私
な
り
に
ち
ゃ
ん

と
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
明
る
い
家
庭
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
私
は
、
明
る
い
家
庭
と
い
う

の
は
、
家
族
全
員
が
明
る
い
家
庭
に

す
る
、
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
一
言
で
す
。

　
だ
れ
だ
っ
て
そ
う
い
う
気
持
ち
が

な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
て
で

き
な
し
と
思
い
ま

す
。　

そ
れ
に
は
、
ま

ず
家
族
全
員
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に

楽
し
む
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
休
日
を
利
用
し
、

一

　
あ
る
い
は
、
楽
し
む
と
い
う
の
は

ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
家
は
、
家
族
全
員
で
楽
し
む
と

い
う
の
は
、
月
に
何
回
と
も
い
え
な

い
ほ
ど
少
な
い
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
い
う
き
か
い
が

大
切
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

を
作
り
家
族
全
員
が
今
日
一
日
あ
っ

た
事
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
や
、

こ
れ
か
ら
の
計
画
を
気
が
ね
な
く
自

由
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
を
し
て

だ
ん
ら
ん
を
ふ
や
し
て
い
け
ば
、
も

っ
と
明
る
い
家
庭
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で

　
つ
の
こ
と
に
う
ち
こ
ん
だ
り
、
遊

ぶ
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
ど
こ
か
に

出
か
け
た
り
と
い
う
よ
う
な
休
日
の

過
ご
し
方
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
私
の
家
は
、
休
日
と
は
い

え
父
母
に
は
そ
れ
ぞ
れ
都
合
が
あ
り
、

べ
つ
べ
つ
と
な
っ
て
ど
こ
か
へ
行
っ

た
り
す
る
し
、
私
た
ち
子
供
だ
っ
て

楽
し
く
過
せ
な
く
な
る
日
曜
日
が
た

ま
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
だ
ん
ら
ん

う
ふ
う
に
い
っ
し
ょ
に

だ
け
で
い
い
と
思
い
カ
ち
だ
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
で
は
な
く
、
や
っ
ぱ
り
家
族

と
い
う
一
つ
の
も
の
な
の
だ
か
ら
、

そ
う
い
う
こ
と
で
も
大
切
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
や
他
の
家

族
の
人
た
ち
は
、

だ
ん
ら
ん
な
ん
て

夕
食
や
テ
レ
ビ
を

い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
見
る
、
そ
う
い

　
　
い
れ
ば
そ
れ

　
子
供
た
ち
か
ら
み
て
み
れ
ば
、
や

っ
ぱ
り
な
に
か
い
っ
し
ょ
に
や
り
た

い
し
、
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
や
っ
て
考
え
る
と
、
明
る
い

家
庭
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
む
ず
か
し
い
こ
と
だ
し
た
い
へ
ん

な
こ
と
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
は

家
族
全
員
に
と
っ
て
も
大
事
な
問
題

で
も
あ
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
家
族
全
員
で
良
い
こ
と

は
み
ん
な
で
喜
び
合
い
、
こ
ま
っ
た

こ
と
は
み
ん
な
で
考
え
合
っ
て
解
決

す
る
と
い
う
円
満
な
家
庭
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
・
家
族
全
員
の
心
を
一
つ
に
し
て
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
わ
す
れ
な
い

で
明
日
か
ら
ず
っ
と
、

　
「
明
る
い
家
庭
」

づ
く
り
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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公衆電話も

　　　カードの時代

　
カ
ー
ド
一
枚
で
通
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で
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る
「
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ド
式
公
衆
電
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」
が
、
県
内
で
も

普
及
し
て
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た
こ
と
か
ら
、
松
之
山

電
報
電
話
局
で
も
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

の
販
売
を
は
じ
め
た
。

　
カ
ー
ド
公
衆
電
話
は
、
松
之
山
町

に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
東
京

な
ど
都
市
の
駅
や
空
港
な
ど
利
用
者

の
多
い
場
所
に
設
置
し
て
あ
り
、
た

と
え
ば
千
円
の
カ
ー
ド
を
も
っ
て
い

れ
ば
現
金
が
な
く
て
も
千
円
分
ま
で

何
回
も
利
用
で
き
る
の
で
、
入
学
祝

や
就
職
祝
な
ど
贈
答
用
と
し
て
喜
ば

れ
て
い
る
。
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
、
五

百
円
、
千
円
、
三
千
円
、
五
千
円
の

四
種
類
で
、
岡
本
太
郎
、
原
田
治
、

矢
吹
申
彦
、
灘
本
唯
人
、
山
城
隆
一

氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
十
タ
イ
プ
が

あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
松
之
山
電
報

電
話
局
へ
（
費
六
ー
二
二
〇
〇
）

市外電話番号の案内

市外局番＋104番

　
市
外
電
話
の
番
号
案
内
は
、
こ
れ

ま
で
「
1
0
5
番
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
呼
び
出
し
、
さ

ら
に
、
問
い
合
わ
せ
先
の
電
報
電
話

局
へ
転
送
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

東
京
や
県
庁
所
在
地
な
ど
で
実
施
し

て
い
た
直
接
ダ
イ
ヤ
ル
方
式
と
な
り
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
ど
こ
へ
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
方
式
は
市
外
局
番
に
「
1
0

4
番
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
直
接
問

い
合
わ
せ
先
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
接

続
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
転
送
が
な
く

な
り
、
待
ち
時
問
が
短
く
利
用
し
や

す
く
な
っ
た
。

　
た
と
え
ば
松
之
山
の
方
が
十
日
町

市
の
電
話
番
号
を
知
り
た
い
時
は
、

「
0
2
5
7
・
1
0
4
番
」
を
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
と
十
日
町
局
の
案
内
が
直

接
受
け
ら
れ
る
。

電
話
の
上
手
な
か
け
方

7
つ
②
ポ
イ
ン
ト

▼
か
け
る
前
に
電
話
番
号
を
確
か
め

　
る
。

　
手
元
に
必
ず
電
話
帳
か
番
号
書
抜

帳
を
お
き
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
ダ
イ

ヤ
ル
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
用
件
は
前
も
っ
て
整
理
し
て
お
く
。

　
か
け
る
前
に
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」

「
だ
れ
が
」
　
「
な
に
を
」
　
「
な
ぜ
」

「
ど
の
よ
う
に
」
の
六
つ
の
要
素
に

ま
と
め
、
話
す
順
序
を
整
理
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▼
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
正
確
に

回
す
。

　
受
話
器
を
耳
に
あ
て
「
ツ
ー
ン
」

と
い
う
音
を
聞
い
て
か
ら
指
止
め
ま

で
正
確
に
回
し
、
自
然
に
離
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ラ
イ
ラ
、
セ
ッ
カ
チ
は
禁
物
で

　
す
。

　
相
手
が
お
話
し
中
の
場
合
は
三
分

ほ
ど
待
っ
て
か
け
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
呼
出
音
も
四
～
五
回
で
き
ら
な
い

で
、
十
回
ぐ
ら
い
は
、
聞
く
余
裕
を

も
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
手
の
つ
ご
う
を
聞
い
て
か
ら
話

　
す
。

　
相
手
の
人
が
忙
が
し
そ
う
な
気
が

し
た
ら
許
し
を
得
て
か
ら
話
す
の
が

エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
し
、
内
容
も
テ
キ

パ
キ
と
要
領
よ
く
話
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
電
話
を
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
考

え
、
急
用
以
外
は
相
手
の
迷
惑
に
な

る
時
間
帯
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
相
手
が
目
の
前
に
い
る
気
持
で
。

　
相
手
が
目
の
前
に
い
る
気
持
で
電

話
を
す
れ
ば
、
声
の
調
子
で
あ
な
た

の
誠
意
が
相
手
に
つ
た
わ
る
も
の
で

す
。
行
儀
の
悪
い
格
好
や
態
度
で
電

話
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
途
中
で
切
れ
た
ら
か
け
た
方
か
ら

か
け
直
す
。

　
話
し
中
に
切
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

両
方
で
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
も
話
し
中
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
か
け
た
方
か

ら
か
け
直
す
、
受
け
た
方
が
し
ば
ら

く
待
つ
の
が
ル
ー
ル
で
す
。

を　　　ジ　つ　　行に二二

さ六オぱすなお十本
さ

し回体いがわい二年
上以操にすれて日も
げ上を吸がま　’ま五

わ
や

まのしいしすさで旦　　5
克農芒え翰。零智＝F　月

か
早

者よでの　か曜七　27朝
繕鳶晃窒　覇貝望　日体
記　気を　体各り　よ

蕊鞭羅背り
操

お長し少き　　康きし
くよましな例のく汗激 フ

ら　り　す早どえたらばし ア
れ認　o足　’ばめいむい
ま定百で特　’にに程運

ξ
、

す証日あにラ良長度動o
・
達 る一ジい期のを

　町成く日オの間運す
リ
1

よ青こ二体で続動る100体
藷誌す操実客脅吉日操
念県お三早　　事一も運
禁警勢券碧　麓男歩動

水黒湯上下新光兎松
　　　川川　　　　　　之

■

梨倉山手手山間口山 騒o

■

中関小福福山津滝相

・2

島谷林原原岸端沢沢
　　　　　　　　　…
健敏要幸鉄利金　　恵
　　　　　　　　　≡
男明一市雄通一茂一　曼
　　　　　　　　　＝

赤坪五下上東中藤天天湯大小
十蝦蝦　　　　　水水 荒

倉野子池池川尾倉島越本戸谷
平

村村鈴大重小高小高佐村山福
野　　野

山山木見野塚橋塚橋藤山岸原

幸正文増勝清富豊 市治利
一

昇夫行雄栄男郎夫孝博郎二義

西北豊坂月田中湯上新曽藤東
之浦　　　　　麦立之之
前田田中池立山島山田根原山

南高保竹佐石飯若佐久本本渡
保

雲沢坂内藤塚塚月藤田山山辺

昌和美信新一哲正 正栄昭四
智　　一

弘弘男之郎久郎富繁栄一雄郎
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私
は
、
日
ご
ろ
家
庭
と
い
う
こ
と

に
っ
い
て
、
深
く
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
だ
け
ど
、
ど
ん
な
家
庭
が
、
一
番

理
想
か
と
い
う
考
え
を
も
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
一
言
で
い
っ
て
「
明
る

い
家
庭
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
は
、
毎
日
家
族
と
い
っ
し
ょ
に

暮
ら
し
て
い
る
け
ど
、
あ
ま
り
明
る

い
家
庭
だ
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
と
き
に
は
あ
る
け
ど
、
な
ん
と
な

く
気
が
あ
わ
な
く
な
る
よ
う
な
感
じ

で
す
。

　
だ
げ
ど
、
私
は
私
な
り
に
ち
ゃ
ん

と
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
明
る
い
家
庭
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
私
は
、
明
る
い
家
庭
と
い
う

の
は
、
家
族
全
員
が
明
る
い
家
庭
に

す
る
、
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
一
言
で
す
。

　
だ
れ
だ
っ
て
そ
う
い
う
気
持
ち
が

な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
て
で

き
な
し
と
思
い
ま

す
。　

そ
れ
に
は
、
ま

ず
家
族
全
員
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に

楽
し
む
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
休
日
を
利
用
し
、

一

　
あ
る
い
は
、
楽
し
む
と
い
う
の
は

ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
家
は
、
家
族
全
員
で
楽
し
む
と

い
う
の
は
、
月
に
何
回
と
も
い
え
な

い
ほ
ど
少
な
い
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
い
う
き
か
い
が

大
切
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

を
作
り
家
族
全
員
が
今
日
一
日
あ
っ

た
事
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
や
、

こ
れ
か
ら
の
計
画
を
気
が
ね
な
く
自

由
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
を
し
て

だ
ん
ら
ん
を
ふ
や
し
て
い
け
ば
、
も

っ
と
明
る
い
家
庭
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で

　
つ
の
こ
と
に
う
ち
こ
ん
だ
り
、
遊

ぶ
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
ど
こ
か
に

出
か
け
た
り
と
い
う
よ
う
な
休
日
の

過
ご
し
方
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
私
の
家
は
、
休
日
と
は
い

え
父
母
に
は
そ
れ
ぞ
れ
都
合
が
あ
り
、

べ
つ
べ
つ
と
な
っ
て
ど
こ
か
へ
行
っ

た
り
す
る
し
、
私
た
ち
子
供
だ
っ
て

楽
し
く
過
せ
な
く
な
る
日
曜
日
が
た

ま
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
だ
ん
ら
ん

う
ふ
う
に
い
っ
し
ょ
に

だ
け
で
い
い
と
思
い
カ
ち
だ
と
思
い

ま
す
。

　
そ
う
で
は
な
く
、
や
っ
ぱ
り
家
族

と
い
う
一
つ
の
も
の
な
の
だ
か
ら
、

そ
う
い
う
こ
と
で
も
大
切
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
や
他
の
家

族
の
人
た
ち
は
、

だ
ん
ら
ん
な
ん
て

夕
食
や
テ
レ
ビ
を

い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
見
る
、
そ
う
い

　
　
い
れ
ば
そ
れ

　
子
供
た
ち
か
ら
み
て
み
れ
ば
、
や

っ
ぱ
り
な
に
か
い
っ
し
ょ
に
や
り
た

い
し
、
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
や
っ
て
考
え
る
と
、
明
る
い

家
庭
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
む
ず
か
し
い
こ
と
だ
し
た
い
へ
ん

な
こ
と
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
は

家
族
全
員
に
と
っ
て
も
大
事
な
問
題

で
も
あ
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
家
族
全
員
で
良
い
こ
と

は
み
ん
な
で
喜
び
合
い
、
こ
ま
っ
た

こ
と
は
み
ん
な
で
考
え
合
っ
て
解
決

す
る
と
い
う
円
満
な
家
庭
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
・
家
族
全
員
の
心
を
一
つ
に
し
て
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
わ
す
れ
な
い

で
明
日
か
ら
ず
っ
と
、

　
「
明
る
い
家
庭
」

づ
く
り
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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解や鐵施野鳥と共存できる

住みよい環境にしよう

愛
鳥
週
間

　
　
　
5
月
10

日
～
16
日

　
野
鳥
は
、
自
然
環
境
を
構
成
す
る

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
鳥
類
が
持
つ

多
様
な
価
値
は
豊
か
な
生
活
環
境
を

形
成
す
る
上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
森
林
や
農
作
物
を
害
虫
か
ら
保
護

し
て
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
だ
け

で
な
く
、
声
や
姿
で
わ
た
し
た
ち
の

心
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
ふ
だ
ん

か
ら
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
て
み
る
と

思
わ
ぬ
野
鳥
の
魅
力
や
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
野
鳥
の
す
む
環
境
、
野
鳥

と
共
存
で
き
る
環
境
こ
そ
、
わ
た
し

た
ち
人
間
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
環

境
と
い
え
る
も
の
で
す
。

　
鳥
類
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
広

め
、
鳥
類
の
保
護
お
よ
び
愛
護
の
精

神
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
二
十
五
年
に
、
五
月
十
日

か
ら
十
六
日
を
「
愛
鳥
週
間
」
と
す

る
こ
と
に
定
め
ま
し
た
。

　
新
緑
の
五
月
、
あ
な
た
も
鳥
の
世

界
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
鳥

の
特
徴
を
つ
か
む
コ
ツ
は
、
鳥
の
大

き
さ
、
形
、
色
、
特
に
目
立
つ
部
分
、

鳴
き
声
、
し
ぐ
さ
な
ど
を
覚
え
る
こ

と
で
す
。
ス
ズ
メ
や
ハ
ト
、
カ
ラ
ス

な
ど
、
ふ
だ
ん
よ
く
見
か
け
る
鳥
の

特
徴
を
覚
え
る
と
、
ほ
か
の
鳥
を
見

た
と
き
「
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な

い
鳥
」
と
い
う
わ
け
で
、
そ
の
特
徴

な
ど
が
だ
ん
だ
ん
見
分
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
鳥
を
観
察
す
る
と
き
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
野
鳥
た
ち
を

驚
か
さ
な
い
こ
と
で
す
。
鳥
は
特
に

音
や
光
に
敏
感
で
す
。
服
装
も
、
あ

ま
り
派
手
な
も
の
は
避
け
、
自
然
の

色
に
近
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▼
野
鳥
集
会

〇
五
月
二
十
六
日
（
土
）

○
松
之
山
温
泉
・
福
住
館

○
午
後
七
時
半
よ
り
九
時
ま
で

▼
探
鳥
会

〇
五
月
二
十
七
日
（
日
）

○
午
前
五
時
出
発

○
松
之
山
温
泉
の
駐
車
場
に
午
前
四

　
時
四
十
五
分
ま
で
に
集
合

▼
野
鳥
集
会
、
探
鳥
会
と
も
参
加
費

　
は
無
料
で
す
。

　
参
加
申
し
込
み
は
五
月
二
十
三
日

　
ま
で
に
役
場
振
興
課
へ
。
　
・

▼
主
催
　
　
松
之
山
町

　
　
　
　
　
　
　
大
島
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　
町
野
鳥
愛
護
会

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

O
℃

昂 ρo

“卯〃

ら

00000

▼
テ
レ
ビ
の
上
に
、
花
び
ん
な
ど
を

　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
据
付
け

　
て
く
だ
さ
い
。

▼
裏
ブ
タ
は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
感
電
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
熱
や
湿
気
も
苦
手
で
す
。

¶”〃クク、“

ρ　
　
　
　
呵
O

　
　
　
　
　
襲

昼
　
　
●
O

》
多

　
誌

プ

テレビ

▼
画
面
の
高
さ
は
、
目
と
同
じ
か
や

　
や
低
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
画
面
か
ら
の
き
よ
り
は
、
二
〇
形

　
で
三
メ
ー
ト
ル
、
一
四
形
で
ニ
メ

　
ー
ト
ル
く
ら
い
で
す
。

▼
角
度
は
で
き
る
だ
け
正
面
か
ら
見

　
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

～
§
〃
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▼
窓
や
照
明
器
具
の
前
に
お
か
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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7

▼
ブ
ラ
ウ
ン
管
は
汚
れ
が
つ
き
や
す

　
い
も
の
で
す
。

　
や
わ
ら
か
い
布
で
ふ
き
ま
し
ょ
う
。
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自
衛
官
募
集

　
防
衛
庁
で
は
、
五
十
九
年
度
の
募

集
計
画
を
発
表
し
た
。

　
応
募
資
格
は
、
日
本
国
籍
を
有
し
、

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
ま
で
。

　
安
定
し
た
待
遇
の
中
で
青
春
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
高
田
募
集
事
務

所
雪
二
三
ー
五
一
一
七
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

▽
二
等
陸
士
、
二
等
海
士
、
二
等
空

▽
5
月
1
7
日
（
木
）

　
西
之
前
・
曽
根
・
北
浦
田
・
新
田
・

　
湯
之
島
・
豊
田
・
坂
中
・
月
池
・

　
中
立
山
・
田
麦
立
・
中
原

　
士
。

▽
男
子

○
第
一
次
四
月
～
六
月
（
陸
四
、
〇

　
五
〇
人
、
海
四
五
〇
人
、
空
三
〇

　
〇
人
）

○
第
二
次
七
月
～
九
月
（
陸
一
、
九

　
〇
〇
人
、
海
六
九
六
人
、
空
一
一

〇
人
）

○
第
三
次
十
月
～
十
二
月
（
陸
一
、

　
九
三
〇
人
、
海
一
〇
四
人
、
空
な
し
）

○
第
四
次
一
月
～
三
月
（
陸
六
、
七

　
五
〇
人
、
海
一
、
一
五
六
人
、
空

　
一
、
五
九
七
人
）

▽
女
子

○
第
一
次
五
月
（
陸
九
〇
人
、
海
四

　
〇
人
、
空
な
し
）

○
第
二
次
九
月
～
十
月
（
陸
一
九
〇

　
人
、
海
八
○
人
、
空
九
〇
人
）

▽
こ
の
他
に
、
幹
部
、
幹
部
候
補
生

　
各
種
学
生
、
技
術
陸
曹
等
も
募
集

　
し
て
い
る
。

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク

耕
運
機
等
の
手
続
き

　
バ
イ
ク
等
を
取
得
し
た
場
合
は
十

五
日
以
内
に
、
廃
車
ま
た
は
人
に
譲

っ
た
場
合
は
三
十
日
以
内
に
税
務
係

の
方
へ
申
告
し
て
下
さ
い
。

　
廃
車
ま
た
は
、
買
替
え
た
場
合
は

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
必
ず
役
場
へ

返
納
し
、
新
た
に
交
付
し
て
も
ら
っ

て
下
さ
い
。
軽
自
動
車
の
場
合
は
業

者
を
通
じ
て
陸
運
事
務
所
の
方
へ
こ

れ
ら
の
手
続
き
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

　
以
上
の
こ
と
が
す
み
や
か
に
さ
れ

な
い
と
引
き
続
き
軽
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
た
り
、
自
賠
責
保
険
等
で
問

題
が
起
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
を
き
ち
ん
と
済
ま
せ
て
、
安
心
し

て
運
転
し
た
い
ま
す
。

五
月
は
水
道
の
検
針

メ
ー
タ
ー
の
除
雪
を

　
十
二
月
か
ら
四
月
ま
で
降
雪
期
の

た
め
、
水
道
の
検
針
を
休
ん
で
い
ま

し
た
が
、
五
月
は
メ
ー
タ
ー
を
調
べ

る
月
で
す
。

　
今
年
は
大
雪
で
大
変
と
思
い
ま
す

が
、
五
月
十
日
ご
ろ
検
針
し
ま
す
の

で
、
メ
ー
タ
i
調
べ
が
で
き
る
よ
う

除
雪
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

阻
騨
轡
劃
劉
型

5
月
1
9
（
土
）
指
定
休
日
・
，

’
残
雪

▽
町
役
場

▽
、
松
里
小

▽
中
立
山

（
5
月
マ
日
）

　
・
一
九
三
セ
ン
チ

　
ニ
四
〇
セ
ン
チ

　
ニ
八
六
セ
ン
チ
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献
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九
人
）
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会
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路
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協
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会
役
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会

出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会
議
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会
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会
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食
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会
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人
ク
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議

森
林
組
合
役
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会

部
落
総
代
会

遺
族
会
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会
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業
団
体
連
絡
会
議

農
業
委
員
会

観
光
協
会
役
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会

民
生
委
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会

傷
疲
軍
人
会鴨
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口

□
人
ロ
の
動
き

　　　　口＿世人五転転死出
帯＿　 月

数女男［コー出入亡生
　　　　日
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ー二二四
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解や鐵施野鳥と共存できる

住みよい環境にしよう

愛
鳥
週
間

　
　
　
5
月
10

日
～
16
日

　
野
鳥
は
、
自
然
環
境
を
構
成
す
る

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
鳥
類
が
持
つ

多
様
な
価
値
は
豊
か
な
生
活
環
境
を

形
成
す
る
上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
森
林
や
農
作
物
を
害
虫
か
ら
保
護

し
て
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
だ
け

で
な
く
、
声
や
姿
で
わ
た
し
た
ち
の

心
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
ふ
だ
ん

か
ら
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
て
み
る
と

思
わ
ぬ
野
鳥
の
魅
力
や
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
野
鳥
の
す
む
環
境
、
野
鳥

と
共
存
で
き
る
環
境
こ
そ
、
わ
た
し

た
ち
人
間
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
環

境
と
い
え
る
も
の
で
す
。

　
鳥
類
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
広

め
、
鳥
類
の
保
護
お
よ
び
愛
護
の
精

神
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
二
十
五
年
に
、
五
月
十
日

か
ら
十
六
日
を
「
愛
鳥
週
間
」
と
す

る
こ
と
に
定
め
ま
し
た
。

　
新
緑
の
五
月
、
あ
な
た
も
鳥
の
世

界
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
鳥

の
特
徴
を
つ
か
む
コ
ツ
は
、
鳥
の
大

き
さ
、
形
、
色
、
特
に
目
立
つ
部
分
、

鳴
き
声
、
し
ぐ
さ
な
ど
を
覚
え
る
こ

と
で
す
。
ス
ズ
メ
や
ハ
ト
、
カ
ラ
ス

な
ど
、
ふ
だ
ん
よ
く
見
か
け
る
鳥
の

特
徴
を
覚
え
る
と
、
ほ
か
の
鳥
を
見

た
と
き
「
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な

い
鳥
」
と
い
う
わ
け
で
、
そ
の
特
徴

な
ど
が
だ
ん
だ
ん
見
分
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
鳥
を
観
察
す
る
と
き
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
野
鳥
た
ち
を

驚
か
さ
な
い
こ
と
で
す
。
鳥
は
特
に

音
や
光
に
敏
感
で
す
。
服
装
も
、
あ

ま
り
派
手
な
も
の
は
避
け
、
自
然
の

色
に
近
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▼
野
鳥
集
会

〇
五
月
二
十
六
日
（
土
）

○
松
之
山
温
泉
・
福
住
館

○
午
後
七
時
半
よ
り
九
時
ま
で

▼
探
鳥
会

〇
五
月
二
十
七
日
（
日
）

○
午
前
五
時
出
発

○
松
之
山
温
泉
の
駐
車
場
に
午
前
四

　
時
四
十
五
分
ま
で
に
集
合

▼
野
鳥
集
会
、
探
鳥
会
と
も
参
加
費

　
は
無
料
で
す
。

　
参
加
申
し
込
み
は
五
月
二
十
三
日

　
ま
で
に
役
場
振
興
課
へ
。
　
・

▼
主
催
　
　
松
之
山
町

　
　
　
　
　
　
　
大
島
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　
町
野
鳥
愛
護
会

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

O
℃
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“卯〃

ら

00000

▼
テ
レ
ビ
の
上
に
、
花
び
ん
な
ど
を

　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
据
付
け

　
て
く
だ
さ
い
。

▼
裏
ブ
タ
は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
感
電
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
熱
や
湿
気
も
苦
手
で
す
。
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▼
画
面
の
高
さ
は
、
目
と
同
じ
か
や

　
や
低
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
画
面
か
ら
の
き
よ
り
は
、
二
〇
形

　
で
三
メ
ー
ト
ル
、
一
四
形
で
ニ
メ

　
ー
ト
ル
く
ら
い
で
す
。

▼
角
度
は
で
き
る
だ
け
正
面
か
ら
見

　
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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に
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か
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よ
う
に
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管
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や
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で
ふ
き
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う
。
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自
衛
官
募
集

　
防
衛
庁
で
は
、
五
十
九
年
度
の
募

集
計
画
を
発
表
し
た
。

　
応
募
資
格
は
、
日
本
国
籍
を
有
し
、

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
ま
で
。

　
安
定
し
た
待
遇
の
中
で
青
春
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
高
田
募
集
事
務

所
雪
二
三
ー
五
一
一
七
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

▽
二
等
陸
士
、
二
等
海
士
、
二
等
空

▽
5
月
1
7
日
（
木
）

　
西
之
前
・
曽
根
・
北
浦
田
・
新
田
・

　
湯
之
島
・
豊
田
・
坂
中
・
月
池
・

　
中
立
山
・
田
麦
立
・
中
原

　
士
。

▽
男
子

○
第
一
次
四
月
～
六
月
（
陸
四
、
〇

　
五
〇
人
、
海
四
五
〇
人
、
空
三
〇

　
〇
人
）

○
第
二
次
七
月
～
九
月
（
陸
一
、
九

　
〇
〇
人
、
海
六
九
六
人
、
空
一
一

〇
人
）

○
第
三
次
十
月
～
十
二
月
（
陸
一
、

　
九
三
〇
人
、
海
一
〇
四
人
、
空
な
し
）

○
第
四
次
一
月
～
三
月
（
陸
六
、
七

　
五
〇
人
、
海
一
、
一
五
六
人
、
空

　
一
、
五
九
七
人
）

▽
女
子

○
第
一
次
五
月
（
陸
九
〇
人
、
海
四

　
〇
人
、
空
な
し
）

○
第
二
次
九
月
～
十
月
（
陸
一
九
〇

　
人
、
海
八
○
人
、
空
九
〇
人
）

▽
こ
の
他
に
、
幹
部
、
幹
部
候
補
生

　
各
種
学
生
、
技
術
陸
曹
等
も
募
集

　
し
て
い
る
。

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク

耕
運
機
等
の
手
続
き

　
バ
イ
ク
等
を
取
得
し
た
場
合
は
十

五
日
以
内
に
、
廃
車
ま
た
は
人
に
譲

っ
た
場
合
は
三
十
日
以
内
に
税
務
係

の
方
へ
申
告
し
て
下
さ
い
。

　
廃
車
ま
た
は
、
買
替
え
た
場
合
は

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
必
ず
役
場
へ

返
納
し
、
新
た
に
交
付
し
て
も
ら
っ

て
下
さ
い
。
軽
自
動
車
の
場
合
は
業

者
を
通
じ
て
陸
運
事
務
所
の
方
へ
こ

れ
ら
の
手
続
き
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

　
以
上
の
こ
と
が
す
み
や
か
に
さ
れ

な
い
と
引
き
続
き
軽
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
た
り
、
自
賠
責
保
険
等
で
問

題
が
起
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
を
き
ち
ん
と
済
ま
せ
て
、
安
心
し

て
運
転
し
た
い
ま
す
。

五
月
は
水
道
の
検
針

メ
ー
タ
ー
の
除
雪
を

　
十
二
月
か
ら
四
月
ま
で
降
雪
期
の

た
め
、
水
道
の
検
針
を
休
ん
で
い
ま

し
た
が
、
五
月
は
メ
ー
タ
ー
を
調
べ

る
月
で
す
。

　
今
年
は
大
雪
で
大
変
と
思
い
ま
す

が
、
五
月
十
日
ご
ろ
検
針
し
ま
す
の

で
、
メ
ー
タ
i
調
べ
が
で
き
る
よ
う

除
雪
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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1
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・
，
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▽
、
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小
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山

（
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月
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日
）

　
・
一
九
三
セ
ン
チ
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四
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ー二二四
　　 　　 　　 　エ　　

ニニベノペ
ニ七四一　 二二
〇二三五　九〇四一
戸人人人　人人人人
　一　　　　　　

一
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売発「青い鳥はがき」

重度の身体障害者には

　　　　　20枚プレゼント

　
難

　
郵
便
局
で
は
、

強
調
運
動
に
ち
な
み
、

の
四
十
円
は
が
き

“
青
い
鳥
”
）

売
し
て
い
る
。

　
こ
の
は
が
き
は
、

す
る
ほ
か
、

方
に
は
、

　
　
身
体
障
害
者
福
祉

　
　
　
　
特
別
な
意
匠

　
　
（
切
手
の
部
分
が

を
四
月
二
十
日
か
ら
発

　
　
　
　
　
　
　
郵
便
局
で
販
売

　
　
　
　
　
重
度
の
身
体
障
害
者
の

　
　
　
　
一
人
に
つ
き
二
十
枚
ま
で

無
料
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
。
希
望

者
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
参
し
て
郵
便
局
に

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
身
体
障
害
の
程
度
は
、
六
歳
以
上

の
一
級
、
二
級
認
定
者
。

転
居
届
は

郵
便
局
に
も

　
転
居
す
る
と
き
、
郵
便
局
へ
転
居

届
を
出
す
と
、
一
年
間
旧
住
所
あ
て

の
郵
便
物
を
新
住
所
へ
転
送
し
て
く

れ
る
。

　
転
居
届
の
用
紙
は
、
郵
便
局
の
ほ

か
市
町
村
の
役
場
窓
口
に
備
え
て
あ

　
　
　
　
　
一
し
）

　
　
　
　
　
鰯
韮
御

　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
岨
ま
　
芝
ね

　
　
　
o
　
　
＠
ぞ

　
　
　
藤

る
。
届
出
内
容
は
、
新
住
所
、
旧
住

所
、
転
居
者
氏
名
、
転
送
開
始
月
日

な
ど
。
用
紙
は
普
通
の
は
が
巻
で
も

よ
い
。

　
友
人
や
知
人
に
は
、
早
め
に
新
住

所
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

空
き
缶
や
ゴ
ミ
な
ど
で

自
然
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

　
科
学
技
術
の
急
速
な
進
歩
は
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
で
便

利
な
も
の
に
し
て
く
れ
た
が
、
同
時

に
自
然
環
境
も
大
き
く
変
え
て
し
ま

っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
緑
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
公
害
に
よ
っ
て
大
気
が
汚
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
ひ
い
て
は
わ
れ
わ
れ

人
間
の
健
康
に
も
害
が
及
ぶ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　
環
境
問
題
に
対
す
る
国
民
の
責
任

と
義
務
の
自
覚
を
促
し
、
将
来
に
向

か
っ
て
よ
り
よ
い
環
境
を
創
出
す
る

た
め
の
努
力
と
決
意
を
新
た
に
す
る

契
機
と
す
る
、
第
十
二
回
「
環
境
週

間
」
が
六
月
五
日
か
ら
十
一
日
ま
で

実
施
さ
れ
る
。

　
県
で
は
、
雪
消
え
後
の
散
乱
空
き

　
　
動

　
　
運

　
　
化

　
　
美

轟

ノ
㌢
チ
，
・
・

　
　
！
　
　
、

4月25目

　～
5月24目

臼

締識

　
　
　
　
　
璽
丁
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
4

缶
等
の
一
掃
と
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

に
お
け
る
、
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
防

止
と
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
呼
び
か
け

る
「
春
の
環
境
美
化
運
動
」
を
実
施

中
で
す
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
自
然
保
護
を

考
え
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ
な
ど
で
自
然

を
汚
さ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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